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「会話が少ない人」との
コミュニケーション②

Ｃさんは「石橋を叩いて渡る」タイプ
　前号でご紹介したＣさんの「アナリティカル」（理論派）
な特徴が裏目に出てしまった事例から、コミュニケーション
を図る際の工夫について考えていきます。
　Ｃさんはじっくりと考えてから行動する「石橋を叩いて渡
る」タイプです。故に、細かなところまでこだわってしまい
自分の考えの整理に時間を要してしまうことがあります。そ
れだけならよいのですが、深く掘り下げても考えが見いだせ
ないと、ストレスから問題を避ける、あるいは放棄してしま
うことがあります。
　こうした状態になってしまうと、なかなか問題を解決する
ことはできないのはもちろん、Ｅさんは嫌な気持ちになって
しまうので、人間関係もぎくしゃくしてしまいます。
　Ｃさんが「石橋を叩きすぎて壊してしまう」あるいは「石
橋を渡るのを止めてしまう」状態に陥らないよう、コミュニ
ケーションの仕方を工夫していく必要があります。

求めていることや根拠を具体的に示す
　事例のように「自由に意見を出しあう」ということが、Ｃ
さんはとても苦手です。まず、コミュニケーションの冒頭に
「なぜいま、利用者の私物の取り扱い方について見直す必要
があるのか」について、具体的に説明するようにしましょう。
　Ｃさんは慎重派ですので、一つ気になることがあるとそこ
で考えを掘り下げてしまい、考えが前進しなくなってしまう
こともあります。説明は一気にしてしまうのではなく、きり
のよいところで話を止めて、納得できているかを確認してい
きます。
　Ｅさんが「利用者の私物の取り扱いについては、ユニット
ごとに任されている現状だが、職員が私物を管理しやすい状

況をつくり、紛失を減らすことのできるよい方法を一緒に考
えてほしいです」と、自分が求めていることを丁寧に伝えて
いくことも大切です。
　また、利用者の私物の取り扱い状況や紛失件数など、関連
する資料やデータなどを適宜提供してあげると、Ｃさんが考
えを巡らせやすくなります。情報がない場合は、近い事例や
Ｅさん自身の考えを伝えるだけでも考えやすくなります。

時間に余裕と期日を設ける
　根拠や求めていることを踏まえ、Ｃさんが情報やデータを
じっくりと読み込み、考える時間をとれるようにしましょう。
　職場におけるコミュニケーションは、限られた時間のなか
で行われることも多いので、時間的配慮をすることが難しい
ことも少なくありません。そんな時は、次回の話しあいまで
に考えておいて欲しいことを箇条書きにして、Ｃさんにメモ
やメール等で事前に伝えておきます。事前の予告をしっかり
とすれば、Ｃさんは期日までにきちんと考えを整理し、伝え
てくれるはずです。

＊　＊　＊　＊　＊

　「アナリティカル」の特徴を備えるＣさんのような職員は、
感情が前に出ませんのでとっつきにくさを感じてしまいがち
です。しかし、それを理由に遠巻きに関わっているようでは、
Ｃさんの内に秘めたる高い専門性や知識は埋もれたままにな
ってしまいます。
　利用者の皆さんに質の高いサービスを提供していくために
も、また職員一人ひとりが働きやすいと感じられる職場をつ
くるためにも、コミュニケーションを図りながら、その力を
上手に引き出してあげるようにしていきましょう。

　私（E）と後輩の介護職員Ｃさん（入職 4 年目）は、2 人で利用者の私物の取り扱い
方について見直すことになり、新しいルールの案を考えることになりました。
　まずは自由に意見を出しあおうと言ったのですが、話すのは私ばかりで、Ｃさんは腕
を組んで考えているだけ。作業は一向に進みません。
　「これでは期日に間にあわなくなってしまう」と言うと、Ｃさんは怒ったのか、ぷいっ
と部屋を出て行ってしまいました。
　Ｃさんの意見を引き出すコツはあるのでしょうか。
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